
エネルギー管理方針と実績

株式会社富士クリーンは、法的要求事項及び地元協定書の各条項を順守し、「循環型社会の構築」に努めます。

地球環境の変化や社会のニーズに対応すべく、廃棄物資源から再生可能エネルギーへの転換を進め、再生可能エネルギーの利用促進や二酸化炭素排出

量の削減、化石燃料の依存量削減に尽力します。

また、BCMS（事業継続マネジメントシステム）の運用により、広域との連携を進めて参ります。

私たちはこれからも人財能力の開発を第一とした地域順応型企業を目指します。

温室効果ガスの総排出量に関して、約12%削減（前年度対比）。
エネルギーの使用量（原油換算値）においては、約20％削減（前年度対比） 消費原単位においては約12％改善（2018年度比）
非エネルギー起源CO2排出につながる焼却物処理の減少。メタン起源CO2排出につながる埋立物の減少。再生可能エネルギー利用による
エネルギー起源CO2排出量減少。これらにより温室効果ガス総排出量とエネルギー使用量が削減されています。
今後も再生可能エネルギー利用と設備の維持管理を継続し、二酸化炭素排出量の削減と省エネ取組みを進めていきます。

エネルギー管理方針

■過去5年間の実績
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